
入選・入賞おめでとう 
田中一村記念スケッチコンクール【入選】 

３年  ◇◇ ◇◇ 

＜職 員＞                  〇成果△課題 

〇基礎・基本の定着，個に応じた課題，登校時刻，朝の運動 

△「学習の約束５」，教育機器の活用，交通安全指導 

＜児 童＞ 

〇朝や帰りの挨拶，そうじ，読書，地域行事への参加 

△「学習の約束５」，ハンカチ・ちり紙・つめ切り 

＜保護者＞ 

〇家庭での挨拶，ＰＴＡ・地域行事への参加 

△家庭での学習習慣(目標時間達成)，手伝い 

 
【２月の行事予定】 
 
 １日(水) 入学説明会            
 ２日(木)  大島養護学校巡回相談 
 ８日(水)  町学校保健研究大会 
１１日(土)   建国記念の日 
１７日(金) 集合学習会運営委員会(特別校時) 
１８日(土) 地区生涯学習推進大会 
２１日(火) ＰＴＡ役員会 
２４日(金) ＰＴＡ拡大役員会 

 

 

 

「人は人によって人となる」   校 長 田 中 竜 太 
 年が明けた１月４日(水)，町成人式に出席する機会があ
りました。羽織・袴，晴れ着に身を包んだ新成人たちが一
堂に会し，久し振りの旧友との再会の中，成人式を迎えた

喜びに浸っていました。セレモニーには中学・高校の恩師
が招待され舞台の上からエールを送る場面や，中学卒業時
に撮影したと思われる５年後の自分へ向け
たメッセージビデオが上映され，関係者の
配慮が偲ばれる心温まる式典でした。途
中，代表の決意やお祝いの演奏等もあり
約４時間程の長丁場でしたが，どこかの成
人式と違い，落ち着いた雰囲気で式は進行
していきました。 

 さて，自分の云十年前の成人式を振り返ってみると，ま
だ学生の身分であったため，社会人として働いている同級
生の大人びた着こなしや話しぶりがまぶしく目に映り，気
後れしたことを思い出します。それは言うまでもなく，社
会の最前線で日々職場の同僚や顧客に揉まれる中，自然と
身に付けたであろう「大人」の風格でした。ところが，近
年，若者の離職率が高まってきているというニュースを耳
にしました。特に私がまぶしく感じた高卒者が早々に離職
していくというのです。雇用体制の変化もありながら，少

子化の影響により人間関係に煩わしさを覚える若者が増え
てきていることもその一因となっているようです。 
 かつて，「人は人によって人となる」という言葉を目に
したことがあります。パソコンやゲーム機とばかり向き合 

った人間が，社会の中で人として成長して 
いくとは思えません。生身の人間である他 
者の考えを取り入れることによって，自分 
自身の考えを更に高めたり思いやりの心を 
養ったりすることができるというのが，現

代学校教育の根幹をなす考え方です。その趣旨から開催さ

れる加計呂麻島内全小学生を対象にした第３回集合学習会
が，今月末，秋徳小学校を会場に開催されます。この機会
に本校の子供たちの成長に拍車がかかってくれることを期
待するところです。「友情は喜びを２倍にし，悲しみを半分
にする(シラー)」のだから…。 
＜２学期学校評価結果＞ 
２学期末の学校評価の結果は以下の通りでした。 

 学び方の基本を示した「伊子茂小学習の約束５」については，

意図的な掲示で子供たちに更に意識化させる必要があるようで

す。また，教育機器の活用については，他校の取組も参考にしな

がら研修を深めていきます。さらに保護者と連携 

し家庭学習の目標時間達成を目指すことで，学力 

向上と学習習慣の定着を図っていきます。 

 

＜日本の文化「毛筆」＞ 
１月 10日(火)３・４校時，体育館において書初め大会を実施

しました。各学年，「竹林」「草花」「進む勇気」等，課題の文字

に取り組みました。国語の時間に練習しているとは言え，筆を走

らせる技術の習得は大人でも中々です。それでも，年の初めに体

育館の床で正座をし，一心に筆を走らせる機会がもてたことに，

大きな意義を感じます。それぞれが厳粛な気持ちで，また色々な

決意の下で用紙に向かったことでしょう。 

外国の方が来日した時，折紙等

と共に毛筆に高い関心を示すそう

です。子供の内に日本文化の良さ

に十分ふれさせ，日本人の基礎・

基本として毛筆の技術を身に付け

させておきたいと思うことでした。 

 

＜島唄の魅力を堪能＞ 
 １月 16日(月)５校時，隣接する特別養護老人ホーム加計呂麻

園であった「ＲＩＫＫＩミニリサイタル」を聴く機会に恵まれま

した。当日は入・通所者，地域の方々含め約 100人程が詰めかけ

ていました。本校の子供たちは手の届きそうな一番前に座らせて

いただき，文字通り，彼女の息遣いを肌で感じさせていただきま

した。15歳で「日本民謡大賞」グランプリに輝いたＲＩＫＫＩ

（中野律紀）さん，メジャーデビューを果たし，全国で活躍する

郷土瀬戸内町の先輩です。以前彼女の歌う「長菊女節」に「伊子

茂」という歌詞が出てくることを全校朝会で紹介し，実際にＣＤ

を聴いたことがあったので，皆，

興味津々で聴き入っていました。

絵本を題材にしたポップス系の

歌も紹介され，ダンサーも入っ

た楽しいコーナーもありました。

最後は「ワイド節」で闘牛も登

場!?島唄の魅力を堪能した子供

たちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇転入生紹介  ５年 ◇◇ ◇◇◇さん（山梨県より） 

 ３学期より伊子茂小学校の仲間となりました。転入早々，カケ

ロマ―ケットで「伊子茂ウクレレ―ズ」デビュ

ーを果たす等，とても頑張り屋さんです。お母

さんと共にバドミントンも頑張っています。集

落は花富です。皆さん，どうぞよろしく。 
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